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《研究ノート》

信州奥三峰の伝統的植物利用

井上直人＊

はじめに

田舎の生活に関する知識、ことに民俗についてとりあげると、時代錯誤との

批判をする人もいる。しかし心の「平安」が人の生活の大きな目的であると考

えれば、これらは決して無視できるものではない。経済的股かさだけで「平安」

が得られるという単純な図式は成り立たないのであるから、その大きな目的に

焦点をあわせて行動のあり方を再考するなら、時代錯誤どころか積極的な意味

が見いだせるのではなかろうか。そこに、伝統的牒耕技術とそれを支える自然

知を取り上げる意味があると思う。高谷〔1997〕が前号で指摘するように、田

舎の「型」、「知恵」、「こころ」がくずれそうな社会を支えなおしてくれるかも

しれないとの期待をもって、ここでは農耕文化を支える自然に対する「知恵」

の一端を知る努力から始めたいと思う。

野外における植物の利用は食物摂取という基本的生理を満たしつつ、地域の

社会と文化のさまざまな側面を支える柱である。居住する人々はその地域の野

生植物と植生の利用、そして植生を破壊して成立する耕地での作物栽培の二つ

をペースにして活動してきた。従って、人々の生存と活性は、作物はもちろん

のこと、野生植物や植生の利用技術に関する民俗知識に支えられてきたと言え

る。

これらの中では作物栽培に関する技術の研究は多いが、野生植物の利用に関
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する知恵は、戦争や飢餓などの食料問題が切迫した場合〔東方 1943、西村・

吉川 1983〕以外にはさほどかえりみられない。従来の野生植物の利用に関す

る研究は、主に山村における特用林産物生産の立場〔杉浦 1984、大沢 1979〕

や脊源開発といった実用的立場からの economicbotanyの観点に立つものがほ

とんどであり〔MARTIN1995、藤巻 1998〕、農耕文化との関連での位骰づけ

をめざしたものではない。

農業技術にまつわる文化の研究においても、農具、呼称や｛義礼といった手の

届き易いものや意識に登りやすい文化要素を中心に展開されており、経済的な

地位が低い身近な野生植物に関する研究は多いとはいえない。しかしながら、

経済的地位が低くとも、その文化の中で厭要な滋味を持つ場合も多い〔三橋

1967、伊藤 1990〕。農耕文化を形成する基礎は自然観であり、それを構成する

要素の一つが野生植物に関する知識であるととらえれば、そうした野生植物が

持つ意味を些細なことと飾単に片づけることはできないと考えている。

これらのことを考えあわせると、野生植物の利用の知恵に関する研究は、は

じめに述べたような期待以外にも次の2つの意義があるのではなかろうか。第

1には中山間地における活力のある農業生産を目指した特色ある農作物の生産

技術の開発をする economicbotanyとして意義である。そのためには、無股薬

野菜のような安全な食品を求める消費者の要求を考I.虚することはもちろんであ

るが、特色を持った植物の生産を目指す必要がある。これら 2つの要求を満た

す点でその風土に合った；資源を利用することは地域振典の課題を解決する道の

一つであり〔三澤 1979〕、極めて今日的な実用的意義を持っていると考えられ

る。

第2は農耕文化の研究における意義である。その研究の中心的課題は、農耕

の起源と発達という歴史的ダイナミックスの解明にあると考えられる。そこで

は、野生植物の栽培化の過程、その中でも半栽培段陪〔中尾 1976,1977, 1983〕

が重要な鍵であると考えられるが、その過程の全体像はいまだ把握しきれてい

ない〔阪本 1995〕。歴史的な過程であるとして農耕社会が成立した段階でほぼ

終了してしまった過去のこととみなすと、もはや研究する余地はない。しかし
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ながら、人が野生植物にかこまれて生活を営む限り、植物と人の相互関係は程

度差こそあれ今も漸進的に続いていると考える方が自然であろう。また、栽培

化の過程には、人々の野生生物に対する見方、その背娯にある自然観が深くか

かわっていると考えられる〔井上•井上 1995〕。従って、その過程の解明に寄

与しうる点にも第2の意義 (ethnobotanyとしての意義）があると考えられる。

これらの視点で眺めるならば、多数の事例が身近にも存在することにいまさ

らながら気付く。特に、伝統的に野生植物の利用が盛んな韓国〔PEMBERTON

and LEE 1996、PARKand LEE 1991〕と同様に、日本の中山間地は野生植物の

利用が活発な地域の一つであると考えられ、俗に言うところの田舎の生活の知

恵、換言すれば「自然知」や「自然観」を知るという目的に適したフィールド

と考えられる。そこでここでは第者にとって最も身近な信州の中山間地の事例

を報告したい。

1. 調査地域の概略

長谷村（はせむら）は長野県の伊那谷の上流で南アルプス北部の甲斐駒ヶ岳

(2966m)、仙丈ヶ佑 (3033m)、塩見岳 (3047m)の西側に流れる天竜川の大

きな支流である三峰川（みぶがわ）の上流にあり、標高760mから3047mのIll

岳地幣で、 90％が森林原野である。その地域は奥三峰とも称され、標高1000m

前後の流域沿いに部落が発達してきた（図 1）。この地域は溝口、黒河内、中尾、

市野瀬、杉島、 iili（区：大梨落名）などから成り、近世には高遠藩に屈し、絣

炭や黒木の伐採をするいわゆる「山稼ぎ」を認められた木師郷であり、また木

地師の里でもあった。近世には木材の大生産地であったことから、江戸との直

接的な交流も多く、むしろlll奥の方が都市の文化の流入があり人口も多く下流

よりも活気があったということである。長谷村や大鹿村に歌舞伎が残っている

理由の一つはそうした近世の歴史を物語るものである。また一説には奥の部落

は平家の末裔の里などともいわれている。明治8年の村落合併で一旦長谷村と

なり、以後町村制の変化を経て現在長谷村になっている。先の 6区にやや下流
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図1 調査地域概況
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域に位岡する非持（ひじ）と非持I_l_I区を加えた人口は明治 7年で3337人、昭和

45年まで横這いであったが、現在は奥地の小狼落の廃村などにより、平成 2年

には2503人に減少している。この研究では、これらの地区を調壺対象とした。

この谷は中央構造線にそっているため（図 l)、破砕幣があって山崩れし易

い特徴がある。またこの村に流れる三峰川は南アルプス1_ll硫の広い範囲から水

を集めること、近憔以来伐採娯が増加したためにlllの保水機能が低下してし

まったことなどから、天竜川の氾濫のもととなる河川として知られてきた。現

在では過疎化が進んだ村の一つとされているが、その原囚はもともと険しい自

然立地条件であったことに加え、美和ダムの建設による部落の水没、さらには

森林の流廃による災害がそれを助長したためである〔柿木 1994〕。また最近新

たに戸草ダムの建設が予定されており、今回調査した地域の一部も水没するこ

とになっている。

他方、役場を中心に活性化のためのさまざまな施策が検討されており、その

中では伝統的に最も利用が盛んだったヨモギなどを用いた加工食品の開発など

の新たな試みがなされている。また、人気の高いIll菜が一部で栽培されるよう

になり、活性化のための新たな模索が始まっている。

2.調壺の方法

地域の脊源植物の利用に関する情報は、植物の伝統的利用に集約されている

と考えられる。しかし単にそれだけを調べるのでなく、自然の植物の多様性（植

物舒源総体斌）も把握できれば、その中から生活に利用できるもの（有用植物

責源利用砒）をどのくらい見いだしてきたのかが相対化でき、異なった植生の

地域との比較研究に発展させることができると考えられる。ここでは、地域を

対象にした利用に関する基礎脊料であるべきモノグラフ自体がほとんどない状

況であるので、まずはじめに人々の知恵（有用植物費源活用情報）の総体屎の

調査を中心に行い、また、ヤマバタ（この地域での焼畑の呼ぴ名）などの植生

や土地の利用に関してもその観点から調究し、あわせて文献により現存する植



164 牒耕の技術と文化21

物の情報も収集した。

ある地域の中でこのような知識の全体像を詳細に探ろうとすれば、人や部落

や年齢によって知識が異なり、また性別や階層によっても異なるという困難な

問題が出てくる〔篠原 1995〕。知識の伝達の中心がどのような人々であるかと

いうことや、どのような理由で栽培化されたり、他方では捨てられたりしてき

たのか知ることは農耕の歴史的ダイナミックスの研究の重要な課題であるが、

ここではふれないことにした。

植物の伝統的利用方法は、 70オ代前後の人を中心に開き取り調査し、また植

物標本の作成や写其撮影を行った。調査地区は主に、非持ll_1、南非持、溝口、

市野瀬、杉島、湘の部落である。 1iflき取り調査では、北原忠子さん（非持ll_|）、

北原順さん（非持山）、中山善郎さん（南非持）、宮下力さん（市野瀬）、

小松照子さん（杉島）、佐藤しの子さん（杉島）、宮下久亮さん（杉島）、西村

椎史さん（浦）、小松正人さん（公民館）、長谷村役場の田中貴久さんの他大勢

の方々の協力を得ることがでた。

さらに、過去の民俗学的調査の成果も価値が高いため、長谷村に関する文杏

や文献調査をした。集めたデータを利用ジャンル別に分類して一覧表を作成し

た。利用ジャンルは、食用、薬用、日用品用、行事用、信仰やまじない用と分

け、利用部位や方法との対応表を作成した。

3.結果と考察

まずはじめにわく疑問の一つは、人家や部落周辺の山中における植物は合計

すると何種くらいになるのであろうかということである。そこで人々の生活す

る空間の植生の種の数を文献に求めてみた。馬場ら〔1991〕は長谷村の最も下

流域に位置する非持地区における水田地幣のアゼ、水路、土手を含む植物とそ

の利用を調査し、土手だけに出現する種は53種、全体では235種が出現し、非

常に豊寓な種が存在することを報告している。一方、戸草ダムに水没する最上

流の浦の平瀬と杉島の塩平地区の周辺の現存植生を調査した村や環境庁の調査
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結果がある〔柿木 1994〕。植生は斜面上部がミズナラ、下部がコナラでいずれ

も薪炭林やヤマバタの跡地で、イヌシデなどの山岳地帯の構成種が多数混在し

た落葉広葉樹林である。また谷筋にはフサザクラ林があり、他はカラマツ林、

アカマツ林があり、田畑、庭、畦、水路、土手、道などにはごく一般的な種が

分布しており、 87科298種が記録されている。このように両者がかなり一致し

ていること、耕地内の雑草で記載の無いものを考慮すると、奥三峰の生活空間

にある高等植物は300余種とift定された。俗に「路傍三百」などと言われるよ

うだが、まんざら見当はずれではないようである。

次に、伝統的な植物利用について野生植物を中心に調べた結果を示す。間き

取り調査と文魯に基づくこれらの情報は近低末から現代までを含むものであ

る。

(]) 食用としての利用

食用として利用される植物は30科以上、約100種以上にのぽった（表 1)。明

確に何種と断言できないのは、ギボウシ類のように複数の種を含めて同じ仲間

として利用している場合があって、現段階では調べ尽くすことができなかった

からである。したがって、実際は100種以上に達すると11t察される。なお調在

した中ではキク科が11種以上、ユリ科やバラ科が7種以上と多かった。荒いift

定ではあるが、生活空間にある野生植物の内の約 3分の 1程度が食用として利

用されてきたと言えようか。これはかなり高い割合と考えられる。都市部での

植物の種多様性の低下とその利用知識が急速に哀退している現状と比較して、

多様な生物資源およびそれらについての盟窟な知恵が存在すると言える。

聞き取り調査で作物以外で利用しているものと聞くと、人里に古くからある

コガキ（和名：マメガキ、シナノガキのこと）、モモ（モモの原種と考えられ

るもの）やリンキ（リンゴの原種と考えられるもの）など古い時代に導入され

た可能性があり、付近の山にも野生状態で分布するものまであげられることが

多かった。これらは、作物とも野生植物とも分けることが困難な植物であり、

改良種と人里で混在し、人家の庭や付近の山に分布する半栽培段階にある植物
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表 1 食用にされてきた主な植物一覧

和名 地方名 利用茄位 利111法 抹祟地区名 惜ガ・

アカザ 9カザ riい翌先 さ...,と茄でて、おひたしや 文献 •9

（アカザ科I 汁9)'):

アカマツ アカマッ 皮 ついてfun、訂紐不明 文紋4 凶作1こ倍えて躇分 1：：：ぅぐ

（マ＇ソ朴 I らIIこ貯蔵＊ ＊＊ 

アキグミ カワプダミ 果実 生れ｛おやつ） 文献3

（ダミ科｝

，→ -'rピ頭 アケピ 果実．袋 生の果実、おひたし． 非If 文献 1*＊'* 

（アケピl}）アケビ｀ 限実 甘い合5分を[!,jめ、あItぴ'/iかん 文蚊3 花はジジ99バと呼ぶ

ミッパアケビ

ア4)-＇yキ アサ’'Iキ 生、！19 条味，おひたし、和え物 杉島 かつて栽培されたものが

（ユリ利•I 眈噌と妙って油携：fに詰める 涌 そのまま生ff**
アンズ アンズ 染実 生北｛おやつl 占くから庭などに梢技

{"う科） ＊ ＊ 

イクド'J イタドリ もい茎 おやつとして、 Iとをむさ昧噌を jトi.fili 皮をむさ杓 lじ寺

（タデ科） イタンド') 付けて生火 杉島． 9，1i 問薄い塩水に

灰汁を抜いて｀点物、田；；とは 没Itてアク抜

んぺ人と酢の物にする さをする

イチイ イチイ、アカミ "； ・J'. 生f(｛おやっI ~{;C,' 

1イ・チイ科） アオキ、ミネゾ （仮栓皮）

ウシ99::Jベ オすキイ 9ヽJ 莉拾 il・I/J実にのみ用いる ‘’ii 

げデシコ科） 9 9:::rペ、ハコベ

ウド ウト’ 吝~も計― 天ぶら -92的 ＊ 

ば~1)科I の先端 和え物、酢の物 ＊ ＊ 

ウメ ウメ 果実 果実洒にする 杉島 古くから庭などに植牧

（パラ科） 炭十とし 9,!i ＊ ＊ 

ウ'19てミ下I'} ミズナ ．宅 皮をむき、租え杓，胡麻租え、 一荘的 湿った町ふ

（イラクサfl-) おひたし｀ •q物にする 沢の谷間等で

採れる、約味＊

エビズル エピ 果実 生ft｛おやつ1 文献3

（プドウHI

エンゴサク煩 ヤマエンゴサク 花｀俗｀翌 おひたし 浦 _t:fヘ 日踪・客

（ケシ科） で採れる

オオパギボウシ コレ｀コウレ 茎のみ あえもの、．双物｀ゴマ租え ’’II 噛むと音がする＊

（ユ’IHI マヨオ．ーズ狂え 他地城ではウ J~ イと呼ぷ

オカ／ t／ I'I・r 若裳 ゆでる 1ぬるぬるしてうまい） 杉烏 上手に生える

(Tオイ科I 天ぶらにする

オドリコソウ オドリコ‘／ウ 花の紫、行 おひたし｀王子→とじ、天ぷら 浦 高遠公lhlのi：手や

（シツ科I い茎と兌 旧の荒れ地砕

で托れる

オニダルミ クルミ 果嗅の中 つぶして昧噌ゃ砂培を加え 一投的 オニとヒメがあると酋う

｛クルミ科I クJレミミツにする 咤染の形が遠う＊

オ—J ンダガラシ クイワンゼ’/̀  若い芸｀葉 おひたし 浦

げプラナHI クレソン ｛←-コンで巻いて撓＜

カキノキ カキ 果実 生氏 -̀t―.l.て保存it 一荘的 古くから人児に植tt

｛カキノキ科） 硝要なお業子＊ ＊ 

カシワ オカシワ 依 もちを包んで蒸す ー牧9り

1プ・r科） 柏餅

カクク＇｝ カク 9'} 93苓 詐｀殺粉を採I)かた<i)枡に 涌 近年鑑宜用に槌え

（ユ＇！科 I していた られている＊

ガマズミ ヨウズミ り！冥 生ft(i)やつ｝ 文拭3

はイカズラ科I

カヤ カヤJキ 果実の胚乳 一股的

1イチイ科）

力り、 カリン 慇｝ 果実酒にする 杉島 古くから庭などに植牧

｛パラ科） ＊ ＊ 

キクイモ キクイモ 塊茎 絵切りにして、天ぷら、油炒 浦 終戟当時領繁にitぺられた

｛キク科I めにする ＊ ＊ 

ギシギシ煩 ウマズイコ まるまった ゆでる 浦

（クデ科I ヘンビズ fコ 岱 酢味噌和え

ギポシ煩 コレ、コウレ 袷 おひたし、汁•の実 ー牧的 他地区ではウルイと呼
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Iユ'/ill 荏物 ぷ冷

オオパギボウシ 呂 和え物、胡麻租え＊マヨネー

ミズギオ（ウシ ズ和え 茎を唸むとかにかi

など と行がする

ギ寸ウジャニ ギ計ウジャニ 若い笠、 マヨネーズ和え、 nt昧噌和え、 一荘的 ＊ 

ンニク｛ユ ')ft) ンニ 行い袋 油妙め.天ぶら ＊ ＊ 

クサッ.,.ッ コゴミ 1若芽I 莉it おひたし 浦 淳い塩水に浸

（ウうボシ科） 天ぶら けて若炉の中

の虫を追い出して利用＊

9り クリ 検子 ゅでる~栄ご；とん -9U的 ＊ ＊ 

（プ・rttl

クワ クワ 然 天ぷらにする｛片面衣を付ける1 杉島ヽ 1IIi

（クワ！tJ クワミズ 果実 生i[［おやつ）

クワダミ

9コ クコ 氾実 キュウ＇！などとともに酢の物 ’'島
けパ打t) 限実泊

コシアプラ 卜~, 7 Iメ、 店い策 刻人でダシャグシャにして天ぷ 非持山 5月F{IJI:i名る＊

｛ウコギ科I ゴンゼ'1 らに・tる

コナ，f ナラ 位f さらしてモチにする 文試4 I$／作に憐えて与S(flこ貯戯

｛プナ科）

ゴミシ ゴムシ 限実 生ftIおやつ1 文献3 チョウ七ンゴミシと遠い

｛モクレン科I 山野にあり、黒い実

サトイモ サイトモ 荘笠 かすii一グ））I-にする 杉島 人黒に舒通にある

［サトイ・モ科］ 茎 中でて酢漬にする、＋が；| ＊ ＊ 

サフラン サ7フン はしペ ビラフに人れる 杉島 古くから人兒にある

（アヤメ科I

サルナシ コ9カ 匁実 生ft(おやつ］ 文献3

［サルナシifI

サワダ J~ ミ サワダルミ 氾'E ク'~ミと阿じ 文献3

1ケ1Hfl) ヤマダ1レミ

サンショウ サンシ 1、 果9r. 必味｛果実、莉芽I 一投的 ＊ 

［ミカンfI-l サンショウ 苔仔 すり浜し、田索昧噌にii!ぜる ＊ ＊ 

益，日1.:砂椿で炊付ける
シオテ シュウネンボ 若い笠｀紫 マヨネーズ名］え 414ヤ（文敵2J 夏にr,:fil

Iュ．'I科） 汁の実 涌

シャク ニンジ 9バ 若い笠や策 妙，，，る 1日

1セ＇｝科） 天ぷら

スイパ スイコンポウ， 店い茎 おやつとして、塩を1,t1t生立 亦持 薄い塩＊1こ没

（タデit) スイコ 酢味噌祁え｀三杯酢やマヨネ 涌 けアク抜さする

ーズを付ける

塩水に一夜漬けする 洋れに合う

スギナ ックシ 1胞子茎） 肛予茎 頃と！りを取り、り「の物｀双物｀ ，＂ 

1トクサ科I からし10えにする

スグリ スダ’J 氾実 生ft（おやつ1 -19的

（ユキ Iシタ科I

ズミ コナシ 采実 生ft｛おやっI -i'的

1バうftl

スミレ煩 スミレ 花 ゆでて手1野の節 I)にする 浦

1スミし科） jj-lT)実

京天よせに入れる

七リ セ’J 然 おひたし 一骰的 4月に托る＊

（セ 1!HI 

ゼンマイ ゼンマイ 芍＃~ アクを抜いて~クルミ柘え、 冴 ＊ 

｛ゼンマイ科） 油掲げにくるんだ万；均1こする ＊ ＊ 

行~乾燥させて保存れにして

いて、．芍て允ぺた

.I I ＜寸• ミヤマ E然 ホウレンソウと一緒にゆでる 一荘的 5月に採る｀人気がある

Iキキョウ科I

タネッケバナ タオ~ッケパナ iが襄 おひたし 非持 文9tl

［アプラナ科）

タラ Jキ タラ Iメ 若3 ゆでる ー役的 夏に抹る＊

（ウコギ利） （荘的 天ぶら ＊ ＊ 
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タンボボ煩 ダンボボ 苔策 灰it抜さして｀ゆでる、祁え 浦

（キクHI ガンボージ 花の咲く）li 物｀天ぶらにする 杉島

9ジナ
ッlJガネニンジン トトキ、 ミッ じ業 99でる 一代的 5月に採る
（キキョウ科） 9 9ゞ 人気がある

ツルニンジン トド． 恨｀岱 皮をむいて生ft｛おやつ代わり） 非999U 生ftl±ll'の話｀戟前は
（キキョウft) ヤマニンジン みそを付けて生it 子供のおやつでもあった

洗って l~ 2日店干しして焼酎 茎が切れて出るitダ）

漬にする3打を飲み、恨を文す 匂いを嗅いで見つけ

砂梢と醤湘に浸けて焼く 浦 る

熱は天ぷらにする 焼酎漬け＊

トチ）キ トチ 種子 さらしてモチにする 文献9 区／作に箔えて各5打1こ貯蔵
（トチJキft) ＊ 

ナズナ ナズナ 若い おひたし 一杖的 ＊ 

（アプラナ科） ロゼット 美昧

ナッハゼ コマ 9バジキ 氾実 生北（おやつ） 文献3
（ツッジ科）

ナツメ ナツメ 果実 果実沼にする 杉島 ＊ ＊ 

（クロウメモドキif) あんこにする

ナツダミ ナウシログミ 果実 生北｛おやつ1 文献3
（グミ科）

ナン Tンハギ アズキ』9バ 店病 ホウレンソウと一緒にゆでる ー仕的 5月に斥る、人気がある
1マメftI 浦では少なく質重；

ヌルデ ヌルデ 果実 さんさんじ味噌胤果実を入れ 文献4
（ウルシ科） 紺の花をつけて1こす
9ビル ネンプロ` 鯰茎、袋 酢味噌租え｀味噌 杉応

（ユ'Jft) ネンポロ

ハコベ ハコペ 若然 汁の実にのみ111いる 涌

（ナデシコ科）

スモモ ハタンキョウ 果実 生ft｛おやつ1 一社的 若枝に毛なし

1バラ科） （巴日{i1

ハンゴンソウ ウドブキ• む気 ゆでて皮をむき、マヨネーズ 非持山 ウトブキは他地坂では

1キヶft) を付ける ヨプスマソウを指す

とメムカショモギ テッドウグサ 花 おひたしにする 杉島 味が少し苦い

（キク科）

ヒレI¥'J・）ウ コンフ Fj- 若紫 おひたし 浦

(J....うサキff-)

7キ プキ、 7キン 然柄 塩漬けにする -＂969 フキIトウは
（キク科） ジ` 7キII-ウ 若い花 ゅでる、天ぷら、 i1・の実｀昧 4月に採る

1化の炉I 噌和え 1年中択ぺる＊、＊ ＊ 
7ジ 7ジ 根 不明 文ht4 凶作に愕えて各5貪1こ貯咲
［マメft)

フジアザミ ヤマゴボウ 棋 ゴボウと同じ様にftぺる JI村1年ilI ＊ 

1キクHJ 若免 おひたし、携げ物 浦

ペニパナ ペニバナ 花 たくあんに入れる 杉島

1キクH)

ホタ｝レプクロ フクランポ 然 おひたし JI:t、fllJ、浦
（キキ 3ウH) ウチケ パナ

マユミ マユミ 若が おひたし ,'，i 
じシキギ科） マヨネ ズ祁え

マメガキ、シナ）ガキ ミナシコ11キ` 果実 熟して阻くなったも 17)を丘べる かつて一粒的 種子がない（紐駐異It、
[I), 1o/［9S L] コガキ（小1占J 液it物の味付け 1図2ぢ照） は1束だけの時は往子がない）
［カキJキft) ーやかんにしてitぺる 山にも野生化している

ミズナう .,, 種子 モチにする 文阪9 凶作に信えて荘食に貯改

（プナ科）

ミツ1: ミツ9( む葉 つゆの実、おひたし 非持

（セリ科）

ミヤマイラクサ ミヤマイラクサ 恭、ま 1:")を払い、皮をむさ、白打．煎 浦 イラクサよ I)大きいことで
（イラクサff-） と双る 見分ける

ミヤマハコペ ・1・イサイハノ 荘然 汁の実 浦

（ナデシコ科） 99コベ

モ モモ 洪実 生ft｛おやつ） ー校的 Illに野生状態で生脊
（パラ科） 若枝に毛あり
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モリアザミ ヤマゴ：ドウ 恨 醤池づけ、昧噌漬け、ゴボウ並 非持山、浦
海ク科） の方法で仕ぺる
ヤプカン・／ウ ガンジ、カンジ 芍葉、習 おひたし、酢の物 非99
（ユ1／科） アマナ

ヤプレifサ ヤプレガサ 若芽 おひたし
191令'"（キクft)

ヤマウコギ オコゲ む脊 租え物、おひたし ー牧的
1ウコギ科） ヤマウコギ 王子l::l'.
ヤマウ I・~ ヤマウ 1,、ウド 茎， 1打牙― 天ぶら ー牧的
門がJ科I の先瑶 和え物，酢の物
ヤマダリ 't} 実 大釜でゆでて1'し倅存し、 杉島、浦
1プナ科） 一年中の子供のおやつ 文献l
ヤマダワ ヤマ・ヽ クワ 果実 赤い実を酢の物の£,I)にする 浦
（クワ科）

ヤマゼ＇！ ミッパ むい稔，茫 つゆの実 .Ji:}9 
日ご’J科） ホウレンソウとともにお浸L
ヤマッッジ ヤマッツジ 花 生食｛おやつ1 非持9lI
（＇ソッジ科 I
ヤマ I イ•モ ジネンジコ 棋 摺って食ぺる ～般的
［ヤマノイモ科）

ヤマプドウ ヤマブドウ 染実 一粒的
｛プト',"!-） 果</訂{i
ユキ Iシク ュキJシタ 打策 天ぷらにする 杉島
（ユキIシク科）
ヨモギ煩 ヨモギ 行燃 刻んでもちに入れて、がもち 一荘的
（キケ{t) にする

ヨモギ役頭

'Iバ｀ウドン、煎餅｀ ドリンク 文献l
9くン

'/ンゴ リンキ 限‘)： 生it（おやつ1 文献3
（バラ科J
ワサピ ワサピ 免、各~ .行：込人で酢漬けにする 非持9ll
［アプテナ科I ,ii 
ワ9ピ ワフピ 行梵｀茎 塩漬1こして苔える ー牧的
（ウラボシ和 アク抜きして、おixし、剖ん

で納立と和える、キ／コと油

炒めにする等｀何にでも合う
IIi デンプンを取る 文献4

＊印 伊郡布田辺の小布壻や小売り店で99生様の販売が荘認されたしの。
＊＊印 明らかに9文培品とみられるものの阪売が坪認されたもの（半牧培を含む｝，
＊＊ ＊ 祁弁！ごうぐら｝は凶作に俯えて非常ftを保許してお(trで、どの第店にもある，一位のJti月紐絨，

現在も •9 節所に残っていな

169 

＊ 

文献恥 3
戟時中iift料にした

4月に採る、科罪に
手じIIどる＊` ＊ ＊ 
＊ 

明治初期には大紙1こけ出
米変、正薪変に次ぐ疏物

買貨（な木である

昧は酸っぱい、虫えいは

音の子供のおやつ

設もよく使うII)菜＊
若病はクサI99-f-と呼ぷ

IlJ菜加工場で10:I年以上
加工文献 I
，｝ンゴの原極と・与えられる

伊邪谷に古くからある

双込むとやみ

を逃がさない＊

夏に採る＊

凶作に情えて紐ftlこ貯蔵

文献 9 1a19t大学衰学8E999アルプス入99谷講り！実行委日会塙 999i 「山！・1の生活を布しむ ―且9村をサえる一J.！砂f児上！R耶郎長谷jti9氾
文良t2 罵培99、男• IPtiftt8．田中 滋 lg91 「9UIl1地水田土手の野芍行理と利用に1月する研究 一尺谷IIJt1与地区の実19深在ー」 1ぶ廿

大学農学部紀災 28929 997-l39. 
文杖3 戸なダム民19；等喝Hll会9日 9999 「奥三峠の旺史と民俗J.
文献，, 長谷j雑誌刊行委H会 9993 「9iti村誌 芍lを民俗9目・人物！nJ曹

群である。

また、ギョウジャニンニクは風味に人気があり、栽培する人が地加してきて

いる（図 2)。奥三峰では多くは野生種の移植から始まり、種子を取って増殖・

栽培しているものである。その栽培はワラやモミガラでマルチを敷く以外には

特にすることはなく、無牒薬栽培である。現状ではじゃまになる他の植物を除

去して人家の近くに植えられ、その場で繁殖するが、人が意識的な選抜をして

いるわけではないという「半栽培」状態である。

ギョウジャニンニクは近年、伊那市を中心に長谷村や南箕輪村で生産された
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a. ミナシコガキ b. ギョウジャニンニク

（マメガキの雌株）

図2 人里における野生柚物の栽培

生ものや加工品がかなり流通しはじめている。その理由は美味しいことはもち

ろんのこと、出荷する際に寸法などをとやかく言われないことや、栽培が楽な

ことにもあるとのことである。この事梢は天竜川の対岸にある中央アルプスLIi

龍の南昨輪村や新潟県との県橙の栄村の秋Ill郷など、県内の中山Ill]地にも類似

した動きである。

なお、ギョウジャニンニクの食用としての利用は怖国〔PEMBERTONand 

LEE 1996、PARKand LEE 1991〕、アイヌ〔林 1968、萩中ら 1992〕でも盛ん

である。また沿海）•I1 、アムール川流域、サハリンの人々にとって最も美味しい

重要な野草の一つとして共通して利用されており〔佐々木 1998〕、かなりの広

がりを持った日本海周辺域の民族に共通した重要な山菜と考えられる。朝鮮半

島でも市場に出回っているが、 1,/i報交流のない辿方でも同じ動きがあることは

栽培化という農耕の発達のダイナミックスを考える上で典味深い。

食用では、草本でも木本でも植物の粋芽や若葉を食べることが多かった。こ

れに関して、芽や枝に関する方言も多椋であることがわかった。たとえば、シ
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ンボイ（草木の新芽）、ホイ（伸ぴた木の新芽）、ズイ、ズエー（新しく伸ぴた

枝）、ズィキ（野菜の茎）、ボサ（木の枝）、ボヤ（薪にする木の枝）、ベータ（細

い丸太薪）、ホタッコ（薪・ほだ木・シイタケ原木）などがあり、細かい呼び

名があることから、利用と対応した細かい使い分けがあったことが1ii；察される。

このことは、野生植物の芽や再生枝が食用や薪などに盛んに利用されてきたそ

の植生利用のありかたを反映していると考えられる。

食べ方は、ゆでる、天ぷら、つゆの実、焼酎泊にすることが多かった。 Il_l菜

採りの場所は、水田の土手や民家の裏山が多かった。非持山においてよく利用

される種はアズキッパ（和名：ナンテンハギ）、 トトキ（和名：ツリガネニン

ジン）、ミヤマ（利名：ソバナ）の 3種であった。これらはその植物の常在度

がそれほど高くないため、部落によって利用されない場合があるものの、この

谷ではどこでも人気の高い山菜であった。またトトキやトド（和名：ツルニン

ジン）も含め、キキョウ科の植物が風味が良いことから盛んに利用されている。

これらの種は当地の植生の中でそれほど多いわけではないのであるが、生育地

を記憶しておいて時期になると確実に利用するといった「ねらいをつけられる」

タイプの、茸に例えるとマッタケのような利用のされかたである。

なお、 トドは有名な中国の生薬「党参」の近緑種で化学紐成も類似したもの

であり〔WANGet al. 1995〕、韓国では Todok (トドク：奥三峰での呼称と極

めて類似）と呼ばれる高級l_ll菜で、生薬としても人気がある。わが国では常在

度が低いこともあって、一般にはほとんど知られていないが、信州の中山1iil地

帯では多くの高齢者がその種と利用や効果について矧っている。韓国では焼酎

酒や辛子味噌をつけて炒めたり焼いたりするが、奥三峰では焼酎酒や味噌をつ

けて焼くなど、呼称だけでなく利用法も類似していることがわかった。また半

栽培状態の場所がある点でも類似していた。

これらの種はどこにでもあるわけではないので採集には「ねらいをつけられ

る」タイプであるが、その逆に常在度が高くてかつ利用も活発な「普通に利用

される」タイプが存在する。ヨモギ、フキ、ワラビなどがその例であり、茸に

例えるとアミタケ（イグチ科の仲間の総称で裏側が網のようになっていること
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で見分けることが可能で、食中毒の心配は低いが、常在度も高いので珍しくな

い）のようなタイプである。ヨモギはどこにでも普通にあり、またモチなどに

入れてよく利用されるため、村を特徴づける産品として位置づけられ、近年、

ヨモギせんべいやヨモギパンなどの商品の開発が行われている。サンショウは

どこにでもあるが、野生の同じ種の中にも香りの良いものと悪いものがあるた

め、香りの良い個体が選択的に栽植されている。野生のクルミにはオニとヒメ

があると言い、これらも同じ種内に微妙な変異を見いだした民俗分類の例と考

えられた。なおヒメグルミは東北や甲信越地方に分布し、植物学的にはオニグ

ルミの変種とされるが〔佐藤 1988〕、一般にはほとんど知られてはいない。

(2) 薬用としての利用

薬用として利用されてきた植物は80種以上と考えられ、食用として利用され

る種数に近かった。薬用として利用されてきた植物の一既表は表 2のように

なった。薬用植物の利用部位は、花、果実、茎、葉、根とさまざまであった。

煎じる、体に張る、焼酎ii花にする、入浴剤にすることが多く、知られた効能は、

切り1紡、虫刺され、胃薬、風邪、頭痛、神経痛、竹血、冷え性、不眠症、成人

病等であった。色々な焼酎泊が主に滋養強壮用として作られていた。近年まで

知識がかなり豊富であったことは1月迩いない。この原因の一つは近代に医師が

定住するようになるのが大正4年と遅かったことによるとの指摘もある。

嘉永6年 (1853) に杉島の宮下久兵衛が記した「重宝記」という民俗知識を

躯めた文杏がある〔竹入 1994〕。これは近冊におけるこの谷の薬用植物の知識

が推定できるため興味深い。この薔が作られた理由は、その後書きに「右の薬

方凶年の節、辺土のもの、雑宜の毒にあたり、又、凶年の後必ず疫病流行時あ

り。その為に簡便方を撰むぶべき旨、仰せつけらるるにより、諸書の内より吟

味致し、出す也（竹入判読）」と示されている。そこでの記述の一部が党政元

年 (1789)の翡で窪山から出た「私家農粟談」とほぼ同じであること、また「日

本俗信辞典」との比較から、全国各地の治療法などに関する情報が多く取り入

れられていること、さらに享保17年の飢饉の翌年に出された疫病や食中毒に関



'"名
アカザ

（アカザIt)
アカマッ

（マ •ylf) 

アキカプマッ

1キンボウゲ!f)
アケピ

1アケピ1―f)
アサガオ

1ビルガオ 1―t)
アジサイ

Iユ．キJシタ！f)
アスナロ

I ピ I オ— ft)

アマドコロ

｛ユ1}11-)

アンズ

｛パうft)
イカ l}、J'J
｛メギft)

イチ 99,'J
｛イ・f-コ'’!ft) 
ウド

｛七lJft)
ウッポグサ

｛シ •J 什）

ウメ

（パラHJ

オウレン

（キンボウゲit)

オオ,{コ

（オオパコ和

オケう

（キクft)
カキ Jキ
（カキJキft1

カキドオシ

｛シソfl)
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表2 薬用にされてきた主な植物一屁

地方名 利用郎f:f. 1,1111ik 
アカザ 吝菜 4消l

アカマッ｀マ ，，i芽 松袋il'iにする
松脂 経い油と火で沿かしながら混

ぜ合わせ.ワうでこし｀あか

ざれにiわる
タカトオグサ ・石笈 胄位として戒じて飲む

ばiiも/)_) 箕ら（当たi)に賊じて飲む
アケピ ツル flJ/和剤として！成じて飲む

人浴芹I
アサifオ イ渭l 小9J

アジサイ 化 招熱剤として1[「しした乾燥
化2 -l ir を煎じて飲む•

アスピ 菜 梢尿甜に限じて飲む

アマドコロ Ill すり―Fろしキハダ粉とithiで
棟i).ifち打、挫さ｀ねん拉
ヘ惰湿布する

¥'Iもたれに
アンズ 果火 小nl

イカ 1).Jウ 袋、？ 符経令恥冷え性｀ it血、イ濯し
枯にIll―ししたものを肌じて
飲む

イチ 3ウ 桑~ ，岱血ll:1こ焼hiitを飲む

ウド ＇；、根 頭布｀神社而｀冷え11:、it血`
イ；眠9iに！！．Hじて飲む

ウッポグサ 化穂 ただ./tillしに！！iじiiで洗皿する
利尿剤として

衿気当たりに煎じて飲む

膀税炎に

ウメ 限’又 貨新の．色部に然し焼きにして

つける

糸り物II~いに｛仕―r しをへそ 1:

91：る
iわが的ってだるい時にlbinを
飲む

頃絲にi臼ifiけの皮をも・いてこ
めかみに張る

小女粉をIM社で村リ）布に伸ば
して打らな桂さ、ねんltに
板る

オウレン 恨 鈷腔炎に敗じiiで沈rulする
胄もたれに

-F111に
すオパコ、 燃 凪邪に！戒じて飲む

オパコ ・r剤に
flj尿印）に
咳に

胃亮として

限1; 利屈剤に、 rして他の如，i.と
況ぜ．地じて飲む

寸ケラ 恨 整閤

ヵ＿t- 菜 沿血）J；にJ’iじて飲む、または
坑niifiを飲む

呆'Xのヘク しゃっくり止めとして！i~ じて

飲む

しもやけに渋を泊る

カキ Fオシ 愁． 3 H陰「しLて！成じてお茶がわり
利［べ剤

173 

採吏地区名 協与

文献3

杉島

北jS

井枯 苫い＼’/，岳として

杉島 沿Jllされてきた
杉島

文献3

，；島

油

杉島

文献3

杉91i

杉,,

杉島

杉島

杉島

文献9

杉島、浦

杉島

文'"・'
jI:15~ 
浦 ,，，ン／シ 3ウ

コ！かと混せ＇る

文9g.3 

杉島

文献2 ドケダミ｀ミチ

ヤナギとともに

利Ill
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カプ カプ 恨 しもやけにすり―Fろして9使る 杉島

｛アプラ←rl‘j-1
カリン 力t9ン 限）； 1険に焼j'j/itを飲む 杉L';

（パう！｝） 神紆硝、冷え性、 1輝＼` 4；訊
症に iして砂陀を加えIiiじた
ものを飲む

カワうヨモギ カワ,ヨモギ ~I 誠、貨痢に朋じて飲む ！鉗ぶ

1 キ•9 ff) 
キキコ＇り キキコ＇ク II! ［とに 1して股じたものを飲む 杉島

（キキコウ科I
キササゲ キササゲ 屎'£ 粁臓1，りに狽じて飲む 杉ii

(/ウゼンカズラff)
キ99ダ キハダ 皮 ¥’／岳と Lて 非枯

（ミカン11-)
アキIキ1！ンソウ キ1Jンソウ 桑、各 l’/，瓦として JI~ 9t 
（キク11-)
クコ 9コ 神経術，冷えi1.、lt血1、4；試 杉島

｛ナ'J..!j-) iふ fIl尿n：J` 勁朕硬化予防． 油 どの士丁トにあ

る

果’j- ＂丸晶珀 Hi:iこ／雌！漬を飲む

クサポケ クサポケ｀ 神経1，匂、作え性、 1t血、 4；眠 ！）島

（パ •-;,91- ） ヂナシ 1kiこ焼t/i1，tを飲む

ケサJオウ クサ Iオオ 佑(f)Il つさnにJI1いると痛いが付Jりiがある 文欣3

｛ケシ科）

クチナシ クチ・J-シ 果‘人・ 手IJ尿剤として桧 l―L 杉L.； 果実の欧1―し

（アカネIt) は11月頃行う

打らiJ、打tさ｀ねん狩につぶ
してキハダと小ょrJを加えた
もの｀主たii/ji．と小女粉をJJII
えたものを玲沿布する

クリ 9り Bliと かぶれに!l1―ししてJ姓じて飲 杉i;

（プナIt) む

，，，ン／シ：9'ケコ ゲン／シ：9'｝コ` U内たに匝じiiでうがいする 杉島

｛フウロ‘),JIt) ，，，ン／シコ '.9コ F剤に！i礼じて飲む
ウ 胃もたれに）i孔じて飲む JiH 

股研iこ簸じて欽む 文'"
風呂の渇にいれるとあたたまる 文紙2

コアマ・1• ヤ アマチャ 笠 ―i＇した菜を』行 IIiし t 9恥

（ユキ／シタIt) 梢尿翔患名の砂粕がわり

サイカチ サイカチ 悠 rして入it油） 文臥9 あたたまる

（マメ科） “餘代わり

サフラン＇ サ7うン 紐しペ 須祈` JieJ閉新1：店lしした約 杉島

（アヤメ lt) 10本に？栢しをかけて飲む

サルJコシカケ サル Jコシカ，，， 紐； 杉応

｛サ'~Jコシカケft)
サンシゴウ サンシコウ、 児9又 ひび割れに戒じI卜をつける 杉島

（ミカンIf) サンシこ 氾火 nこじさ 文怜Al ̀ nn 
佑 悼経浙｀冷え11:̀ lt韮l,,i;試

j和のとさに人沿/illこする

＂もたれに

シオン シオン Ill II Tしして咳ll浅．めに 杉9] !OJ]はinTL

（キクft) する

シ・,＇ シ‘9 咲 頌術、膝痛がするときに入浴 杉為

（シ‘/ft) h)にする

屎'£ 咳が出て桜がされに（いとさ

に1―して敗じて飲む
脱痛に

シャクヤケ シャクヤク ！！！ 夙邪に限じて飲む 杉島

（キンボウゲl'f) 胄けいれんに

シ：9ウガ シ：＇ウガ 191吝 蘭桃腺炎1こすり下ろしたもの 杉凡

｛シ 3 ウガ！t） をif-ゼに包んでのどに湿布
する

膝布にす!JFろしたものを溢
湿tiする

シコやJ--;r シすウプ 恨翌 咳.令虹こ！成じて飲む• 杉93

（サトイモfj-) 文9杖l
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スイ七ン スイ七ン 茎 乳腺祝＊孔房炎に茎の白い郎 杉島
｛ヒガンパナ科） 分をすり下ろして湿布する

スイカズラ スイカズラ 投 足の打ち身｀熊じて冷湿布 文献2 人の足の治I{!
｛スイカズラit1 1忍冬） 安から出る 朝から夕までにたまった液を飲 だけでなく鳥の

液 むて足の研みを取る 足も治療
スギナ スギナ 茎槃 汁をかぷれにぬる 文献3
（トクサ朴）

スズラン スズラン 不明 不明 文献3
（ユリ科I
七ンニンソウ 七ンニタソウ 菜 体に張ると風邪が軽くなる 非9年 有毒植物なの
（キンポウゲftJ で飲むと体に

ひぶくれがで

さる
センプ1J 七ンプ’J 素・茎 7ケ、 1ヽ ゲに孜つめたものを 非持 土t11の丑の日に
（9)ンドウl‘f-J 頭に付けてマパr-ジする 欧'1'1..1こする

胃もたれに

腹痛に煎じて飲む 文献l
下痢1こ 杉島

ダイコン ダイコ 9パ 槃 神経痛，冷え性、貧白、不民 J各島
（アプラ＊科） （ダイコンの殺） 症のとさ店干ししたものを入

浴芹）にする

ダイコンソウ 不明 不明 不明 文献3
1バラ科）
タう）キ タラ Jキ 樹皮 椿尿病に煎じて飲む 杉島
1ウコギ科I 恨 胄岳として、皮をむさ日硲 •F 浦

しLて煎じて飲む
タンボボ タンボボ 若策 咳に焼酎漬したものを飲む 杉島
［キク科） 因もたれに 浦

.，・ガ チガヤ 根 利尿符）として 杉島
｛イネf!-）
ツッジ煩 '，ッジ 花（白い花） 白い花のilを•ドモ（顔などに白い 文献l
｛ッツジ科） 斑点ができる皮／黄肉1に由る
ツユケサ ツユクサ` ドンポクサ、 岱 干してお茶として飲む 杉島 常用してはい
｛ツユクサHI トンポダサ けないらしい
ツ1Jガオ・ニンジン トトキ` 恨 煎じ汁で洗眼する 杉島
｛キキョウ科J ミツャパ

ツルニンジン トド、 恨 神経研，冷え性、貧血~不眠 杉島
｛キキョウ科） オクネニンジン 症のとさ

ツワプキ ツワプキ 梵 おでさにもんで引認｝ 杉島
（キク科I
トウガラシ トウガうシ 果実 匂Jんで・米阪と混ぜ打こりの患 杉島
（ナス{}1 棉1こ洪る
ドクダミ ドクダミ 生、茎 かさぶたにもんで付ける 非枯 野生のドクダミの
（ドクダミ科） ばれもの、できものの吸い出 文献9 佗燥品が地埼で

しみとして．也郎に火であぶっ 滋通している

たものを張る

初牝炎に 杉島
ナズナ ナズナ 全体 眼の充白に煎じitで洗眼する 杉島
（アプラナH)
ナンテン ナン・テン 袋 簡桃開炎に；れつめてうがいする 杉島
（メギ科） 果実 せさどめ 文献3
ニガキ ニガキ 皮 胃沼 文献3

ニオ9 ントウキ• トウキ 99 神経痛、冷え性、貧血、不既 杉島
aい）f卜） 在のとさ

ニワトコ ニワトコ 茎 腎謎病に莉じて飲む 杉島 fl I)が強い
（スイカズうfI-） 然 葬気に干して煎じて飲む 浦

Jアザミ J Iザミ 神経痛｀冷え性、貧血、不鼠 杉島
（キクff) 症のとさ

根 利尿剤として悶じて飲む
Iイバフ ノイパラ 利尿剤として 杉島
（パラ科） 果実 便秘に競じて飲む
ハコベ )9コペ 気、茎 呟に京じて飲む 文献l
｛ナデシコft) ごきずれに 杉島

柑情猿旧｀也茎のII＼血に
,、 9カ ｝9 -，カ 菜 虫さされの息郎にもんで付け 杉島 9995では
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1シ・パ[J る ,、 .9カ飴が

9えば I)のとさにもんで鼻．に iわからの特産

やる

9ヽトムギ ハトムギ 果実 いぽ取I)にハトムギ茶を飲む 文献l

｛イネit) 
ヒガンバナ とガンバナ 茎 す1)下ろLて上踏まずに張る 杉島

ぼ：ガンパナft)
ピレ99,}'／99 コンフ'}- 若ダ 高点庄予防に背ii• を飲む 涌

（ムラ井キ廿）

アクジュソ"J 7クジュソウ 不明 不明 文献3

（キンボウゲt1-）
ヘビイチゴ ヘピイ-f・ゴ 果実 涜酎漬にして口内炎のとさに 杉島 少なくなって

｛パう廿J うがいする さている

鋒さされ、床ずれ、かゆみに 文献1

焼t1漬を枚る
心哀病予防 浦

ペニパナ ベニパナ 花 疲労回復に煎じて飲む 杉島

（キク札） 神経痛，冷え性、貨血，不眠

症のとき

口,,,炎

ベンケイソウ ペンケイソウ おでさに I多島

1ペンケイソウ科）
ホオズキ ホウズキ しもやけに 杉島

（ナス科）

マタタピ マタタビ 虫えいにな 滋蓑` 1Jューマチに焼酎漬を 杉島、非持

（サJレナシ科） った果実 飲i［する 文俵l

心哀哨に焼酎漬を飲む

終 1• して雄濡 文献l

マムシダサ マムシダサ 不明 不明 文献3

（サトイモ朴I
ミ・1・ヤナギ ミチャナギ 然、翌 日絵＋しにして訳じて茶がわり 文献2 ドクダミ、カキ

（クデ社） ドオシなどと

ミョウガ ミョウガ !9ビ茎 すりl'ろしてあせもに付ける 9幻島

｛ショウガft} 免 もんであせもに付ける

ヤマブドウ •\’マブドウ 染尖 色づいたも IJ)を酢濱けにする 文献3

（プドウ科I 悛性盲槌の患邸に！礼る

ユキJシク ユキJシタ 免 もんでitを耳の痛みに付ける 文献I,浦

（ユキJシク科） もんでおでさに供る 杉島

閲桃腺灸、耳下9忠たにもんで

染る
幼児の引さつけに塩もみして

汁•をしぽり口に含ませる

ヨモギ類 ヨモギ 茂 切り1苔、経さされ、 9よさされ 非99

（キク科） の患郎にもんで汁を付ける 文献I
風；；；；のとさ煎じて飲む 杉島

歯痛のとさ煎じi|9でうがいす

る
・咲つめたものをかぷれに冷湿

布する

豹脈硬化の予防にヨモギ茶を

炊む

痛風にf会干ししたものを袋づめ
にして入浴剤にする

l)ンドウ 9Jンドウ 下剤1こ 杉島 根は11月ー 3

(ljンドウlf) 根 目もたれに日'FLしたも9)を 月にかけて批

せんじて飲む る

文献l 戸双ダム民俗等詞査委貝会日 1994 「奥三給の歴史と民俗j”
文限2 r,HII大学只祖5991アルプス入99ii講虎実行妥貝会椙 1991 「山村の生活を布しむ ー山けを考える一j，只野県上伊那郡長谷村19培

文献3 長谷村誌F1行委H会 l994 「只谷村認第2毯 日然祖・現代社会福9~

する公｛義の御触杏とほぼ同じ記述があることが指摘されている。また薬用植物

として実際の効果が知られ現代でも利用されているものがかなり含まれてい

る。これらのことから、飢餓に続く疫病などの対策としてこれらの知識が重視
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されてきたことが雅察される。

その歴史と考え方に加え、近代の新しい知識が蓄梢・混合し、こうした利用

技術についての伝承が数多く残ったと考えることができる。 1993年の平成の凶

作の時にも、この地域のイネの収菌ははとんど皆無であったとのことである。

作物の生産不安定性を補完するように野生植物の利用に関する知識の価値が高

まりそして蓄梢されていった、あるいは他地域のようには捨て去られないで残

存したとも解釈することができよう。なお、食用と重複する種も多いが、中国

や朝鮮のような医食同源の考え方によるものではないようである。

(3) 日用品としての利用

日用品用に用いられる植物は24科38種であった（表3）。しかしながら、ア

カソなどの大正時代までならどこでも繊維用に利用されていた野生植物の利用

は十分な間き取りができず、この点は不十分であった。「カヤ（萱）」はススキ

などの草本植物の総称であり、戦前までは田の肥料や飼料などに活用されてい

たことから、非常に多くの種が利用されてきたことはいうまでもない。

この地域での木の利用は、形状、腐りにくいか、繊維が使えるか、材が1川が

るか、材が強いかといった利用したときの材の特徴についての詳細な観察の上

に立ったものである。例えば、いろりの周辺のオクラプチやヒダナの材料など

の家の建築素材は木の性質を吟味して用いられた。また普通は利用できないと

息われがちな部分にも特殊な用途があった。例えば極端に1川がったマツの根元

は、水道工事で用いる L棒パイプと同様の役割をする費重な材料として目を

付け、勝手に切ることはせずに残しておき、災害や不作に備えるために部落ご

とに作られた「郷倉（ごうぐら）」にその部落の共同の査材として蓄えたとい

うような例が大正時代までは多数存在した。

今後、木の加工や利用にかかわる記憶をさらに聞き取りをすることによって、

より詳細な知識が残せると考えられた。古くから山仕事をしてきた人々の持つ

木に関する知識を知ることは今後の大きな課題である。
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表 3 日用品や生活に利用されてきた主な植物一覧

祁名 地方名 利9り部位 用途 代集地区名 In サ
アカマ・y アカマッ 節ill クイマッ 塩平、平瀬など 昭和20年代まで

（マ •9ft) マッ 古株の根を小さく切り燃焼 文献l

木村 仕、敦！ふ務／t}、かまち｀染、 tir 文献4

皮 災吝に箔え、祁tfIごうぐら）に 9199ff 氏皮のまがった所は

占えた中焚付けや、本のパイプ 水パイプffi(L榛と同

にすることがでさtふ じ）で貸項~水に禎い

アツモリソウ ァッモリ ‘Jウ 花 庭に1礼えて鑑賞 杉島 いぜんはたくさん

｛ラン科） 野生していた

イタド ’J イタ Fl) 蛯 クパコの代わり 文紋4

1タデfI)
イオ~ イオ・ ワう わらじゃムシロにする ー校的

（イオ~f t) 注速碍

ネコ {.1投程度の冬の数牝I

ヌカ 4；綿袋に入れて垢取りにした 杉島、浦~文献 l

イチイ イチ 崖敦＊ 家の哀の土地の崩埃防止 杉島より奥地、

｛イチイHI 垣恨 文献I

*＊ズ：：： ヤマナシ 木9i 鍬等のRItの柄にする 浦

（パラ科I
＊ニグル：：： クルミ A、tt 板屋（石匝さ困根の家1の屋根 杉島より奥地、文献I 窟りにくいため

（クルミ jj.) オクラプ・1・ ［いろ I)の炉のtヤ） 文献3

カヤ カヤ 陵数オC 家の衷の土地のI釦壊防止 杉tふ涌、塩平

（イチイ科） 文献l

カヤ（イネff カヤ 1芸） 茎党 馬の銅粁 一荘的

などの野恥

カラマッ カラマッ 木村 迅格）II材 -92的

｛マツ科） ！し敷,,.;;、開屈•、かまち｀梁｀桁 文献4

カラムシ カラムシ 表 履き物の下駄の甜や縄 文献l

［イラクサ科）

クヌギ 9ヌキ 本9t 炭 ー牧的 ヤマパタ（焼追I

（プナ料） の跡に生行＊

ケヤキ ケヤキ 木9t -R角に切り、 J部1)への入り口 文献3

（ケヤキft) 大黒t主にする
コウゾ ヵゾ 皮 租紙の双料 文献i 明治初期の特産品

｛クワ科I のつ

コナラ ナラ Jキ 木材 欺等の農具の柄にする :9!i ヤマバタ跡に生ff*

（プナ科I 炭

サイカチ サイカチ 毯子 石鉄の代わり 浦

（マメ科）

サクプの類 サクう 木村 オケうプチ（いろI)の炉の枠） 杉島より奥地. 硬くて丈夫なため

（パサit) 屋敷木 宋の裏の土地の屈壊防止 文献l

サワグルミ サワグ！しミ 木t1 カワウス 1経木のこと)(!)素材 文献2 上等品、昭和10年

｛ク／レミfl) の記は

サワう サワフ *9i 板屋の板屋根の押4;、ヒサシの 涌、杉島などの 窃りにくいため

ぼ Jキ手1-) 堰！凡樋 l；'.(地文献l

シナ）キ シナ 木99 カワウスの素材 文献2 昭和I0年

（シナノキ科） 楳稚の素材

スギ スギ 木村 家や日用品多数 ー牧的

（スギ科） カワウスの素材

ススキ カヤ 茎業 屈恨 主に下流域

｛イネ科I
ツガ トガ 木9t 氾岱用村 希

（マツ科） 住~敦居、籾居~，かまち｀浜｀ lif 文献4

トウと トウヒ 木村 曲げ物 文紋 •9

（マツ科）

ヒ9キ ヒノキ 木91 日用品多数（曲げ物他） 一粒的

｛と JキHI カワウスの紫材

柱、教居、罰）i上かまち'i2:,iif 文敵4

フキ フキ 袋 クパコの代わり 文献4

1キク科）
フジ フジ 皮 特いで山用の仕事沿 文献l

（マメff) 恨 災客に憐え、郷釦：苔えた，

皮を紐にし｀工事やモ・，コの素tt
7ジキ フジッキ 木オ／ 災甚に情え、窃倉｛ごうぐら）に 市野酒 木にね1か）があり、
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（マメft) 寄えた，エボ）JI
ホウキギ ホウキグサ 茎 佗燥させてからほうさにする 非持
(9下カザ利）
ホオ Jキ ホ＊ ／キ 袋 焼き魚を盛り付ける皿にした 非1年
（モクレン科）

マユ マユミ 木材 佃の境1l)目印に1i'iえる 浦
（ニシキギ科） 阻弓1こした

炭依の底のワ・，コ 浦｀杉島
ミズキ ミズプサ 木村 火悧｛い;'_,I)の上の・火の粉避け） 文献3
（ミズキ科） に角材を用いる
ミズナッ ナラ Iキ 木村 鍬等0)農JUI})柄にする ,'，i 
（プナft)

炭
ヤダルマソウ ゴハ 葉 クパコの代わり 文献4
｛ユキIシク科）
ヤマウコギ オコゲ 木材 生け垣にする 股的
（ウコギ科）

ヤマダlJ クリ 皮 板屋の屎恨 杉i/jより廃地、文献］
（プ・J-ffl 木91~ 家の土台｀工事111 市9fi籟
ヤマグワ ヤマ，ク '1 木99 鍬等の戻共の柄にする 浦
（クワ科） 槌にする
ヤマブドウ プドウ 皮 叩いて椙み｀ブドウハバキ 文拭l
｛プドウHJ （すねあて）にした

，｝ョウプ ビョウプ 4、99 災寄に惰えし匂＄倉 1ごうぐら）に 市9f，籟
い）ョウプ科I 占えた

土森のI跨ぬi)のしん｛すのこ）

＊ ヤマパク 9焼畑9の9交に放四しておくと、恨もとから91生してくるので、既99卜1料に用いた，
文献 l 戸なダム民俗等調査委U会福 9999 9奥三9ぃの歴史と民19i」.
文献2 宮下慶正 l993 「長谷村奥地・ 119アルブス919翌の記」 1月11路 37979 
文献3 ri谷91誌刊行委ri会 1993 「艮谷Ii誌芍 1在民俗岨・人物1乱j・
文献4 長谷村誌刊行委rI会 1999 「長谷91誌 芍2送 自然母~現代社会日」”

(4) 行事、信仰、まじないに用いられる植物

179 

強い

?0年前のこと
で現在は使わ
れない

水には弾力が

ある

燃えにくい

コナブより多
く用いる

ヤマ"'幻’夕に生'ff*

腐i）にくい
貨取な木であ

る

丈夭で水は1"1<
伐木｀木淡し＊低
に既適

焚さ物、炭にfとく
また我いのでエ串Ii餞

行事の中にもまじないの要素の強いものもあるので、はっきり区分できない

ものもあるが、個人で行うものを「まじない」、社会の構成員の多くが行うも

のを行事として分けてみた（表4、5)。合計約50種で常緑の木や季節の野生

の花が用いられている。トコワカ（和名：マサキ）は「常若」、つまり、いつ

までも若いの意味で、緑起が良いという意味から、よく民家の庭へ植えられる

とのことである。

表中にある若木迎え（わかきむかい［杉島での呼ぴ方］）という小正月の行

事は 1月11日にクルミ（和名：オニグルミ）やミズプサ（和名：ミズキ）やヌ

リデ（和名：ヌルデ）などの若木を 2つに割って大戸口の両方や水神様に飾る

まじないであり、その木を「鬼木（オニキ）」と呼ぶ（杉島、中尾）。普通、割っ

た所に、消し炭で平年は12月、閏年は13月と審くが、その数だけ線を書く場合

もある（杉島、市野瀬）。この種を用いる理由は素性の良い木（使い道のある木）

であることはもちろんのこと、まっすぐに割れるという特性があるためとも言
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表4 行事用として利用されてきた主な植物一覧

和名 地方名 利用郎位 用途 採炭地区名 債各

アカマッ Jカマッ 侭枝 門松、 トコワカ｛マサキのこと） 杉島 「足洸」と言い

｛マッft) マッ の業、ヘイ・1ク｛紙垂1、 マツの下は皮を

ミカンとともに飾る 関＜

t 不幸のあった家の前に迅てる I'~ 牌

伎 祈盆1こ枝を焚いて「幻霊迎え」する

イネ イえ、 ワう 葬式の場蝶で近乳n'がワ7の 文献2

（イネHl たすさをかけ行い，後で燃やす

ワラを沿物の代わりとし、汚れ

た活物を燃やす豆昧

針供蓑 (2月8日）にわら．tりを

道祖神にもって行く

モミガラ おくら孔1さ 1饒開さ` 1月11日） 杉島

とF1日の「若水迎えjに「米の虫

も繁の虫もジ’Jジ＇｝」と註いなが

ふゴミとモミカ→うに辛いトウガ

ラシを入れ，庭で焚く

モミカでt 1 月 1·1 日に木戸でサイカ "1• 、煤、 文献3

IlI!li` 製の毛と舷やす'1:r玲け

枯れ穂 「田偵じまい (6月）」の時に、 文献3

枯れ！包とカシワの若い策を枯び、

あぜに匝さ収楼を拝む

ウド ウド 若炉 婿｝、l）の時のごちそう 文献3

（七'){t) 

エゴIキ ジシャ むォ、 ,t..:..ダルミとや1様「若木迎え」に 杉島 柑起の良い木

（エゴノ •I,.f} ） 用いる

オニグルミ 9ルミ ・, 年取りのご馳走の素材 杉島

（クルミれ） コンニャク、人歩と和える

婿J..I)の時のごちそう

若木 「若4、迎えJ{ 1月llB)の日 杉応 緑起の良い＊

に、 E木を 2つに割り 2本立てる （他にツガ`

大戸tlや木神様にまつった ミズプサ、ジシャ）

枝 房追い行事 (I月14日］に` ！まで 杉島 でもfiい

兒追いt名を作り、子供逹が夜1こ

緑団を叩いて追る

木ti 鬼4心として小正月に使う il99f沼i

木村 (lR.J 皮を削りかけた ffii/1)かけ」を iliff瀬

作I)仏！菜に供える

オミナエシ オミナエシ 花 お盆花にする 文献1

（ナミナエシ科）

カシワ カシワ 気 八さく｛戻休み、 8月1日1に 杉島

（プナ科I かしわ餅を作る

「田植えじまい I6 ll)jの時に` 文献3

拮れ徳とカシワの若い寮を枯ぴ、

あぜに置さ収援を拝む

マンガ洗いに柏餅を作り神棚に遠ぜる

キキョウ キキコ '’9 花 お盆花にする 文献l

（キキョウ科）

キスゲ キイパナ（黄花I 花 お盆：にススキなどと一緒にお供え 杉島 昭租10年ころまで

（ユ＇）科） 1本づつgt2本節った

仏株11)笞に見立てた｀お盆花

ケワ クワ 枝 マンドに子供が一束づつ持ち窃I) i1i野瀬、文献3

（クワft) 火をつけて唱える

コアマチャ アマチャ 岱 字津木必師の祭り (4月8日1に 杉島

｛ユキIシク科） 甘荼をふるまう

コ・rぅ ナラ 4、9t バチを作I)、「,maぃJIこ太鼓を叩く 湛口、文献3

（プナ科）

サイカチ サイカ・チ 1 月 1.i 日に木p·('モミカ•~J 、煤、 文献3

（マメ f}) 山椒｀度の毛と燃やすを閲i．令け

ササ煩 サ 漿と枝 正月の率情のすす払い 杉島

（イオ~i t) 

サ~トイモ サトイモ 免 七夕 (7月78)のilt日の夕方に 文紋l

（サトイモ！fl サトイモの策に沿まった露で

硯を洗い、またその水で愚を
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すって色紙の短罰に七夕を杏

＜ょ短野は竹の枝に社ぴ庭に

鯰るs

名 三日i的に埼家の姑が児方に行く 文献3
時にイモガラをもって行く

サンシ 3ウ サンシ 3ウ、 1月1サ］に4年5でモミガ7，煤` 文献3
（マメft) コシコウ サイカチ｀製の毛と燃やす，魔院け
ショウプ シコウプ 策 婿午の節句{5月5日）にヨモギ 文献1，浦 屈根に持すの
（サトイモfj-) と一緒に縛って、歴根の4か はマムシ避け

所に挿すh またショウプを入 のためとも首う
れた風呂をたて入浴する

シうンカ,, シラカバ 皮 お盆1こ皮を乾燥させたものげI 文献l，浦
（カパノキ科） ;,,9迂と呼ぷ1を家の前3か祈に

紐く投いて翌き、マンドを咀

えながら迎え火を焚く
スギ スギ

（スギ科）
然 不幸のあった家の前に立てる門牌 文欣3

ススキ カヤ 包 fk彼I;！1 9月23日）に屈根に挿す 杉島
（イネ科） 枝然 お盆 (8月l3日）にカヤで盆槻を

作り、位牌を蘭る

99焚 節句にちまきを作る序、カヤ1こ 文欣3
（祈枝I 競餅をつ...,こんで作り、祈:l'i-)ei用は

皇に筋句礼に行く，その土苑とする
ソヨゴ ソョコ 然のついた Il:、1火祭りのときにサカキの代 非持
（モチ• Jキft) 枝 用品にするし

ゾヨギ 結婚式の即祓いに使う 991l 
正月の神捌1こ挿す

ダイコン ダイコン 全体 餅と一緒に十五夜の09供えに 99 
（アプラ・r科） する

タケ煩 タケ や 字の先に色紙の「幣そく」をつけ、 文献3 ｝こ正中期まで
（イネ科） 下に竹をさいて小さな色紙をつける

「おんぺ」という竿を道祖神に立てる
ツガ ッガ， トガ む木 オニグルミと同様 f若木迎え」に 杉島 緑起の良い木
（マツ科） 用いる
9 9レデ スルデ｀ヌ ’Jデ 木材 鬼木としてクルミと同様使う 市9f傾
（ウ」レシ朴J 小正月

木材 (J尺） 皮を削1)かけた「削りかけ」を 文献3
作り仏様に供える（小正月）

~;H 11尺I 十五日粥の日に「粥立桔」を作る 文献3
ヒガンパナ アワパ・J- 花 お盆花 文献3
（ヒガンパナf'I-I

7キ 7キ '！のit ：：：：日湯に 7 キの根のit• を布に合ま 溝口
（キケft) せて｀赤ちャんに吸わせる
フジパカマ フジバiJ7

｛キク1'tl
花 お盆花 文献3

マサキ トコワカ 党のついた 小枝を1'1松に付ける 文穀 l` 杉島
（ーシキギ科） 919若9 伎

ミズキ ミズブサ 若4、 ォニグ！トミと同楳 f若木迎えjに 杉島 樟起のJ'とい木
（ミズキ科I 用いる

枝 がポヤ｛ミズプサの枝）に米朽で

作ったマユ玉を斜し｀小正月{l 
月138Iに年神様ゃ話神様に
供え、座敷にも紡る

木村 11尺I 皮を削りかけた「削1)かけ」を 文献3
作り仏様に供える（小正月1

ミズナう ナう

（プナ科）
木村 パチを作り、「鳥追い」に太妓を川1< 淮口、文献3

ミ` ／ハギ ミソハギ 花 お盆花にする 文献
（ミ•)I 9ギft) 

ミ`19 ( ミツ" 茎簑 婿J..I)の時のごちそう
（セ1J科）

ヤマグリ クリ 実 f火:iiり (l0月10日）り1り］から 文献l
（プナ{I-) クl)を拾い、クリおやき等を作る
ヤマハギ ハギ 花 秋彼片'(9月2381にダンゴ、 杉烏
（マメ科） 技豆、キクとともに供える

お盆花にする

ヤマユ’J ヤマユリ、ユ’J 花 お盆花にする 文献2
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（ユリff9
ヨン

｛イオ・1} 9 
ヨシ

益茎

苓岱

ヨモギ煩

［キク科［
ヨモギ 梵 ［［そご：：：こ：：：の：：：ウI::3 1云；：テ雲［

文献1 長谷村杉屈 カヤの実ダループ l99i rことほし） l-n 
〔カヤの実グ9しープが杉島む人クうプ貝と合同で行った年中行事詞査戟告｝．

文献2 戸双ダム民俗等詞査妥H会椙 9999 「奥三終の歴史と民俗).
文献3 長谷村誌刊行妥貝会 1993 「長谷村誌 第 l を民俗需~人物ig」.
文献↓ 長谷村誌刊行委li全 1999 r長谷村誌 第2巻 自然福 J 現代社会掛j.

表5 信仰やまじない用として利用されてきた主な植物一覧

和名 地方名 利用蔀位 用迩 調査地区 俯若

アカマッ マッ 神木 非持，市野涌

（マツ科）

イチイ イチイ 追祖枠の神木 中尾、市ぎf瀬

（イチイ科） 非持

イネ イネ ワラ しびれが切れたとき、ちぎっ 文紋l

（イネ1t) てつばで碩に張る

種子 山の神にコキピと炊いた赤餃を供える 文戟2

力ポチャ カボチャ 呆実 冬至に食べると風邪をひかな 文献l

（ウリ科） し‘

キピ コキピ 稔子 lllの神に赤阪と炊いて供える 文献2

（イネt}） 
ケヤキ ケヤキ 神木 泣口` 非持

（ケヤキ科）

サンショウ サンショウ、 木 いほいほ移れ、と百って3回 文候1

（ミカン{}) サンシ日 撫でるといぼが治る

スキ スギ 神木 黒河内

（スギ科）

タケ類 タケ 枝 七夕に鉦った竹を投行がついた 杉島

（イネf}） まま煽に立てると虫がつかない

トチJキ トチ 枠木 非持

（トチ／キ科）

ナス ナス 限実の皮 盆の16日に況したナスのl!i.を 杉島

(tス科） むいて撫でるといほが治る

文献］ 長谷村杉島 カヤの実グ9レープ ］9糾 「ことぼしJJ-JJ

（カヤの実グループが杉島も人クラプ月と合同で行った年中行事調査骰告I.
文紋2 長谷村誌91行委月会］993 「及谷村誌笏］を民j;濯・人物扁I

われている。

これに関して、「ニューギ」という類似した行事が静岡にあり〔野本 1987: 

378-379〕、カシやシイが用いられている。また遠山郷の上村下栗での著者の調

査では小正月に家の神様として飾る「オオニューギ」や「コニューギ」という

ものがあり、長谷村と同様にクルミの木の枝を用いた。また玄関や通し柱には

すべて「カドニューギ」と呼ぶ 1m以上の割ったアカマツの木を立てる習慨
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があった。また上伊那郡では「鬼木」としてこのほかにクヌギ、ナラ、ネムノ

キ、ヤナギなどを用いることが知られている〔上伊那誌編築会 1980:657-665〕。

地域によって歳神様の依代や小正月のまじないに用いられる木の種類がこの

ように異なるのは、暖帯と温帯の植生幣の違いによるものであろう。しかしな

がら、これらの木には共通点もあろうかと思う。クルミは腐りにくく、ミズプ

サは燃えにくい良質の白木である。一方、カシやシイやナラは薪炭用としての

再生力と鍬の素材にもなる耐久性、そして炭としての持続性を持つ白木である。

植生の差異を超えて、ある種の生命力（この世から姿を消しにくい特徴）のあ

る植物に対する共通した感情があるとJII,察された。

このほかに、特に頻繁に用いられる植物があり、イネ、カシワ、カヤ（スス

キ）、ソヨギ（ソヨゴ）、などがさまざまなところで用いられていた。なお、作

物を用いた行事料理ではサトイモがよく用いられ、このことは他地域と同じ傾

向であった。

151 利用される菌類と地衣類

最後に開き取り調査のレベルでの菌茸の利用を調べた結果を表6に示した。

雑きのこと呼ばれる分類群の不明なさまざまなきのこが多く、利用される種は

非常に多様である。長谷村誌〔長谷村誌刊行委員会絹 1993〕によると、村内

で500から600種の歯茸がある内で60種が食されているとのことであるが、現物

をすべて確認することは困難であったので、これらの詳細も今後の課題である。

(6) 里llIの山林資源の利用

この研究のように種ごとに調べていくことの長所は具体的な個々の生物利用

の姿が記述できることであり、「自然知の一種の辞書」〔篠原 1995〕ができる

と考えられる。しかし一方では、その生態的条件の中でどのような生産活動が

営まれたのであるかは描写しにくいという欠点がある。そこでこれを補完する

ために、この谷の植生の利用を含む若干の間き取り調査と文献調査をした。

江戸時代における非持山の山林資源の利用と、杉島、浦地区で昭和26-28年
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表6 利用頻度の窃い歯類と地衣類

坦＿至
マッタケ 1 * 
シメジ 3 * 
クリタケ 4 *、＊ ＊ 

アカタケ 5 

シイタケ

シモシメジ

コウタケ ＊ 

コムソウ

アミタケ *, * * 
ホーキタケ

クロカワ ＊ 

シモフリ

ナメコ ＊ 

シバカプリ ＊ ＊ 

ハマツ ＊ ＊ 

モトアシ ＊ ＊ 

カワピキ ＊ ＊ 

マエタケ ＊ ＊ 

アワタケ ** 
サルノコシカケ（薬用） ＊ 

雑きのこ 2 * * 
イワタケ（オスマシ，土産用） ＊ （地衣類！

＊ 小市場などに出て地場流通

＊＊ 杉島でよく採集されるもの

表中の数値は非持における利用戸数の多い順位

（信州大学農学部南アルプス入野谷講座実行委員会編

1991 『山村の生活を楽しむ ー山村を考える一』，

長野県上伊那郡長谷村役場による）

まで続いたヤマバタ（焼畑の呼び名）について調査した。江戸時代の非持山で

は、斜面を年に 2回農民が利用できたが、山の上部の林は裔速藩の所有林（御

林）として一般には立ち入り禁止であり、藩が燃料用として専用に利用してい

た。農民の利用可能な林における利用期間は春と秋の 2回で、利用期間を「ロ

開け」と呼んだ。その目的は春には主に「苅り敷き」（田の有機肥料投入）に

用いるためのカヤの採草、秋には燃料用の薪を取るためであった。遅れて入[J.I

すると近くの搬出し易い場所は先に手がつけられてしまい、奥地から運ばなけ

ればならず、軍労働になってしまうため、それを避けるためにその期間は先を

競ってIllに入ったとのことである。文政年間の溝口の苅敷山割規定書にはそれ

を避けるための取り決めか記されている〔中島ーニ三ら 1997〕。今でも「山の
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口があいたように忙しい」という言い方はその時期の忙しさに由来するもので

あり、往時を伝えている。これは急斜而の谷筋の村の賽源管理の時間的側面の

一つをはっきり示すものである。なお各部落の雑木林や竹林の検地に関する文

翡が残されており、貢租の面からその質源的価値を間接的にうかがうこともで

きる。

山里のもう一つの査源管理の方法にヤマバタがある。市野瀬より上流ではヤ

マバタが戦後までつづいたため、その様子を開き取り調在することが可能であ

る。文献では明治7年に流域6ケ村が合併した時の文苫（黒河内文者）にヤマ

バタの面積の記録があり、市野瀬22町 1反 9畝、杉島32町3反 3畝21歩、補16

町9反 l畝10歩と詳細に記されている〔春日 1994〕。また明治18年の記録もは

ぽ同様である。

この土地でのヤマバタは自分の土地か共有林を共同で借りるかして、まず①

炭焼きをする、次に②作物を作る、③2~5年で放置する、④15-20年でコナ

ラ、ミズナラ、クヌギが再生し、薪や炭のとれる林にもどるので利用を再開す

る、というサイクルをもっている。従ってヤマバタとして記録される数値の数

倍の休附地があるとも考えられるので、狭い谷筋にかなりの面積の潜在的なヤ

マバタが分布していたと誰察される。

実際に現地調査をすると、杉島では、山のふもとの人家から順にムギ、J:III、ク

ワ畑、ヤマバタとして利用されており、場所によっては30度を超える傾斜の急

な石の多い斜面にもあり、人家から上に常畑があってその上端から数100m上

部までの区間がヤマバタであった。これが奥三峰の奥地での費源管理の時[ill'

空間的概略である。なお、極端な急勾配の場所以外ならば作物が植えられ、大

正時代以降、水が引ける場所はすべて田にされたとのことである。

ヤマバタでは雑木や炭にならない木をその場に残し、ソバの種播きの時期に

合わせて 7-8月初旬に火入れをする。この時期の設定は信州秋lll郷の「カン

ノ」などと同じである。上から火入れし、下方まで焼き、翌日にトウグワで起

こしてソバを条播の約 3倍播き、同年の秋に収穫するとのことである。初年は

ソパであったが、後は特に決まらずアワ、コキビ（キビのこと）、ジャガイモ、
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ダイズ、アズキ、ヒエ、等が栽培されていたという。

おわりに

奥三峰の伝統的植物の利用の全体像はもちろん簡単に把握しきれるものでは

ないが、この地域の ethnobotanyのモノグラフを作成しようという目標のため

の第一歩にはなったと考えている。利用目的別に検討してきたことを総合する

と、種数にして約200種が何らかの形で利用されてきたことになることがわかっ

た。サクラの仲間（類）やギボシの仲間（類）といった近緑種が区別されずに

利用される場合も多く、「カヤ」などのように半自然草地の種をまとめて利用

する場合があるため、これらを考慇すると200種を下まわることはないと推察

される。このことから、奥三峰の植物の伝統的な利用は、存在する植物300余

種の内の約60％に及ぶ、極めて高い率であり、採集利用の範囲は広大であるが

収奪的な行為はしないという山住みの自然知の特徴が明らかになった。

この地域で嗜好されている山菜の中にはギョウジャニンニクのように日本だ

けでなく大陸まで広がるような環日本海的な広がりを持ったも種もあった。い

ずれの民族の間でも高い嗜好性を持ち、大切にされている点で共通しているこ

とが指摘できる。これは栽培化がかなり広い範囲で起こってくることを示唆し

ており、興味深い。

また焼畑に依存した農耕が食料生産のもう一つの柱であり、土地利用に時間

的な制約を課し、燃料木を確保しながらプナ科の林木などの再生を繰り返す中

で生産を持続する、土止めも兼ねた急斜面に適応した方法であったと推察され

る。高遠瑞の御林は明治以降の御領林になったのであるが、江戸末期における

高遠藩の財政難の穴埋めのための木iili村への木材切り出しの強要から始まり、

戦争、そして農林省の直轄になってからの大徹の伐採と、そのときどきの外部

の都合でll」林が荒廃していったと要約することができよう。それと符合して水

害が頻発するようになり、その最後が近年の奥三峰の離村の引き金になった三

六災害（昭和36年）であったと考えられる。したがって、こうした災害は非常
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に古くから続くヤマバタ等の伝統的な農耕•生活技術とは直接関係のないこと

である。

常時野生植物を利用する以外に、災害に備えて各部落で郷倉（ごうぐら）を

持ち、特に貰重で価値ある野生植物を蓄えるという農耕社会の共済のような制

度といろいろな技術が存在したことも明らかになった。そこに備蓄される野生

植物は主に食用と災害時の土木工事用と考えられた（表 1と3)。その聞き取

りをした際に、あるお年寄りが何気なく「昔の人は、いきあたりばったりやそ

の場限りじゃないからねえ」と言った言葉が、「先読みの知恵」を的確に物語っ

ていると思う。この谷では数多い凶作〔宮下ら 1997〕にみられる農耕の不安

定さを補う必要性からも野生植物の利用が高度化した、あるいはそのために古

くからの知恵が消滅せずに存続したとも解釈できる。戦後の食糧難の時代を焼

畑とこうした知恵でしのいだことは、それらの知識が強い生活力につながって

いる具体的証拠であり、特節されるべきことと思われる。

行事に用いられる頻度の高いクルミやススキなどの植物がいずれも撹乱され

た後の二次遷移の群落条件に生育する種であることの意味についても民俗植物

学的な典味をひかれた。野本〔1987〕は焼畑農耕の民俗を広範囲にわたって調

査した結果、それが植生破壊の上にたちつつ、植生遷移の途中段階に出現する

ススキの群落にことのほか強い関心をよせてきたという民俗の共通点があるこ

とを指摘している。このような民俗の発生について奥三峰の調査結果から示唆

されることを記しておきたいと思う。

ここでの生活は、野生植物と山の利用そして焼畑のいずれにおいても、「自

然の再生の瞬時を捉える知恵」に支えられていたと言っても良いように思う。

植物の芽、枝、材の独特の呼び名が多いことや多様な利用方法にそれが現れて

いる。自然の復原力と復原程度を絶えず観察しながら、個々の種や群落の再生・

生長のある段階だけ（旬）を利用し、根だやしにはしない生活とも言うことが

できる。これは、先に指摘した「先読みの知恵」と同様に璽要な、いわば「時

期（旬）を知る知恵」であろう。こうした先人の野生植物をはじめとした自然

を利用する際におのずと形成された知恵が、近代の農耕のこまやかな管理技術
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や多くの行事に反映していったのではないかと誰察された。

急速に変化してゆく自然とこうした生活の時間認識の中で、遷移途上に出現

するいくつかの植物がある種の生命力のシンボルとして選ばれていたのではな

かろうか。再生力のあるススキ、朽ちにくく用途の広いオニグルミ、また燃え

にくいミズキ、さらにはだらだら樹液をたらす強靭で有用なアカマツやヌルデ

などはそのような厠望を込めているものとjf揺察される。ススキがイネの幾作を

祈る時にも使われることは、火入れの後でも旺盛な生命力を示すススキに託す

心情を示すものとも考えられる。この調査では見いだされなかったが、ヒユは

各地で盆の植物とされている〔伊藤 1990〕。これなども引き抜いても何力月も

枯死しないスベリヒユなどの鷲くべき生命力に先人が惹かれたからではなかっ

たかと考えている。このような事は、植物の用途や生態的特徴をさまざまな角

度から調査することで浮かび上がってくると考えられるので、さらに詳細な調

査が必要であろう。

なお、調査に協力してくださった村の方々、そして便宜を計って下さった宮

下市蔵長谷村村長をはじめ、役場のみなさま方には心から感謝いたします。ま

た、調査の大半はこうした民族植物学的テーマを卒論に選択した永嶋愛子さん

（現郵政省）とともに行ったものであることを付記します。
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